
	
	

	

	

	

	
	
	
	
	
	
	

第320号　平成22年6月1日発行

石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N
■	第41回	日展	金
■	百万石大名の装い　

■	茶道美術名品展　	ー

■	近世絵画名作選	

■	松本	昇	遺作展	

⃝	 ６月の主なコレクション展
⃝	 ６月の企画展示室
⃝	 キッズプログラム参加者募
⃝	 鑑賞ファイル
⃝	 ６月の行事
⃝	 ミュージアムショップ通信
⃝	 所蔵品紹介
沢展
ー甲冑・

山川コレ

示

集

三谷吾一
陣羽織ー	 前田育徳会尊經閣文庫分館　

クションを中心にー	 第２展示室

第２展示室

第４展示室

　空・鳥・星　 大樋長左衛門　壺・指頭絵「虎吼」
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日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、
所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優

れ
た
作
品
で
知
ら
れ
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美

術
・
書
の
各
分
野
を
網
羅
し
、
わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準

の
総
合
美
術
展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
展
は
明
治
四
十
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て

発
足
以
来
、
そ
の
時
々
の
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、
常
に
わ

が
国
美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術
文
化
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
改
組
か
ら
数
え

て
四
十
一
回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、
文
化
勲
章
受
章
者
、

文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
日
展
理
事
、
評
議
員
、

会
員
な
ど
の
秀
作
と
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
内
閣
総
理
大

臣
賞
、
日
展
会
員
賞
（
石
川
県
関
係
で
は
工
芸
美
術
で
大

樋
年
雄
）、特
選
（
石
川
県
関
係
で
は
日
本
画
で
百
々
俊
雅
、

工
芸
美
術
で
増
田
守
世
）
な
ど
の
受
賞
作
品
を
基
本
作
品

と
し
、
こ
れ
に
石
川
県
内
在
住
、
出
身
作
家
の
作
品
を
合

わ
せ
、
約
四
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

◇
主
な
出
品
作
家
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

【
日
本
画
】

　

石
川　

義
、
岩
倉　

寿
、
大
山
忠
作
、
鈴
木
竹
柏
、

　

瀧
川
眞
人
、
土
屋
禮
一
、
中
路
融
人
、
中
町　

力

【
洋
画
】

　

円
地
信
二
、
庄
司
栄
吉
、
中
山
忠
彦
、
塗
師
祥
一
郎
、

　

平
松　

譲
、
藤
森
兼
明
、
村
田
省
蔵
、
森
田　

茂

【
彫
刻
】

　

雨
宮
敬
子
、
石
田
康
夫
、
川
崎
普
照
、
銭
亀
賢
治
、

　

得
能
節
朗
、
中
村
晋
也
、
野
畠
耕
之
介
、
橋
本
堅
太
郎

【
工
芸
美
術
】

　

井
波
唯
志
、
今
井
政
之
、
大
樋
長
左
衛
門
、
奥
田
小
由
女
、

　

折
原
久
左
エ
門
、
河
合
誓
徳
、
蓮
田
修
吾
郎
、
三
谷
吾
一

【
書
】

　

今
井
凌
雪
、
杉
岡
華
邨
、
日
比
野
光
鳳
、
古
谷
蒼
韻

◆
作
品
解
説
日
程

◆
観
覧
料

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り

　

団
体
料
金

【
展
覧
会
事
務
局
】

〒
九
二
〇-
八
五
八
八 

金
沢
市
南
町
二
番
一
号

北
國
新
聞
社
事
業
局
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
十
一
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

電
話
〇
七
六-

二
六
〇-
三
五
八
一

第41回日展金沢展

大樋年雄　「琥珀雪山」Amber	White	Mountain（会員賞）増田守世　SAIDO器（特選）百々俊雅　転た寝（特選）

村田省蔵　稲架ならぶ

平成22年5月22日（土）～6月13日（日）会期中無休
主　催／北國新聞社、社団法人日展、日展石川会
後　援／	石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、財団

法人石川県芸術文化協会、財団法人石川県美術文化協会、NHK
金沢放送局、北陸放送、テレビ金沢、エフエム石川、ラジオかな
ざわ、ラジオこまつ、ラジオななお、金沢ケーブルテレビネット

当　

日

団　

体

一　

般

一
〇
〇
〇
円

八
〇
〇
円

中
高
生

　

七
〇
〇
円

五
〇
〇
円

小
学
生

　

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

月日

曜日

10:30 
～

12:00

13:00 
～ 

14:30

14:30
～ 

16:00

5/24

月

日本画

瀧
川
眞
人

平
木
孝
志

洋画

円
地
信
二

林　

可
耕

彫刻

得
能
節
朗

江
藤　

望

5/26

水

工芸

武
腰
敏
昭

木
谷
陽
子

書

高
廣
幸
悠

日本画

仁
志
出
龍
司

佐
藤
俊
介

5/28

金

洋画

西
田
伸
一

佐
々
波
啓
子

彫刻

石
田
康
夫

石
田
陽
介

工芸

山
岸
大
成

増
田
守
世

5/31

月

彫刻

村
井
良
樹

丹
羽
俊
揮

日本画

戸
田
博
子

原　

千
紗

洋画

松
下
久
信

江
守
マ
リ
子

6/2

水

彫刻

銭
亀
賢
治

中
口
一
也

工芸

高
光
一
生

戸
出
克
彦

日本画

中
町　

力

小
木
曽　

登

6/4

金

洋画

西
房
浩
二

太
佐
寿
一
郎

工芸

大
樋
長
左
衛
門

書

三
藤
観
映

6/7

月

書

干
場
昇
龍

日本画

古
澤
洋
子

石
崎
誠
和

洋画

阿
戸
猛
子

荒
木
幸
子

6/9

水

彫刻

山
瀬
晋
吾

東　

誠

工芸

百
貫
俊
夫

書

中
川
青
玲

6/11

金

日本画

百
々
俊
雅

西
出
茂
弘

彫刻

野
畠
耕
之
介

谷
村
俊
英

工芸

大
樋
年
雄

武
腰
一
憲
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天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
六
月
、
藩
祖
前
田
利
家
が

金
沢
へ
入
城
し
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
恒
例
の

甲
冑
と
陣
羽
織
の
展
示
で
す
。
今
回
は
前
田
家
歴
代
藩
主

所
用
の
甲
冑
・
陣
羽
織
の
ほ
か
、
鞍
・
鐙
な
ど
の
武
具
を

「
百
万
石
大
名
の
装
い
」
と
題
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

古
く
よ
り
、
戦
に
あ
っ
て
身
を
守
る
べ
く
様
々
な
甲
冑

が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
的
な
甲
冑
が
生
ま
れ
た

の
は
平
安
時
代
で
、
源
平
の
争
う
時
代
に
は
大
鎧
と
よ
ば

れ
る
弓
矢
に
対
応
し
た
鎧
が
主
流
で
し
た
。
戦
国
時
代
に

は
槍
が
普
及
し
、
鉄
砲
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
戦
闘
方
法
が
密
集
隊
形
に
よ
る
徒
歩
集
団
戦
へ
と
変

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
戦
い
の
中
で
、

機
敏
な
動
き
を
す
る
た
め
に
よ
り
軽
い
甲
冑
が
求
め
ら
れ
、

さ
ら
に
は
攻
撃
す
る
武
器
が
多
様
化
し
、
ま
た
強
力

化
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
防
具
で
あ
る
甲
冑
の
変

化
も
促
さ
れ
、よ
り
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ

て
き
た
甲
冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総

合
的
に
構
成
し
生
ま
れ
た
の
が
当
世
具
足
で
す
。「
当

世
」
と
は
今
の
世
、「
具
足
」
と
は
、
装
具
が
す
べ

て
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
防
護
機
能
が
完
備

し
た
現
代
風
の
鎧
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

従
来
は
大
鎧
、胴
丸
、腹
巻
な
ど
が
そ
れ
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
世
具
足
は
兜
・
面
具
・
胴
・
袖

と
籠
手
・
臑
当
・
佩
楯
の
七
具
す
べ
て
皆
具
し
て
い
る
点

が
特
徴
で
す
。

　

当
館
の
茶
道
美
術
は
、
山
川
美
術
財
団
の
寄
附
作
品
を

核
と
し
て
い
ま
す
。
金
沢
の
素
封
家
山
川
家
が
三
代
に
わ

た
っ
て
収
集
伝
世
し
た
も
の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

今
日
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
最
も
有
名
な
野
々
村

仁
清
の
国
宝
「
色
絵
雉
香
炉
」
は
初
代
山
川
甚
兵
衛
の
収

集
品
で
あ
り
、
三
代
庄
太
郎
氏
よ
り
昭
和
三
十
四
年
の
旧

美
術
館
の
開
館
時
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
山

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
香
合
の
質

の
高
さ
と
そ
の
種
類
の
豊
富
さ
に
あ
り
ま
す
。
県
文
「
和

蘭
陀
白
雁
香
合
」
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
窯
で
作
ら

れ
、
江
戸
時
代
初
頭
に
わ
が
国
に
舶
載
し
ま
し
た
。
そ
の

優
雅
で
愛
ら
し
い
趣
が
好
ま
れ
、
茶
人
が
香
合
に
見
立
て

た
も
の
で
、
古
来
よ
り
名
高
い
名
品
で
す
。
ま
た
、
仁
清

の
「
色
絵
花
笠
香
合
」
は
、
仁
清
の
技
の
冴
え
を
示
す
薄

作
り
の
シ
ャ
ー
プ
な
器
体
に
、
青
、
赤
、
緑
の
彩
色
と
金

彩
を
駆
使
し
た
艶
美
と
も
い
え
る
華
や
か
な
作
品
で
す
。

そ
の
ほ
か
「
黄
瀬
戸
宝
珠
香
合
」、「
志
野
桔
梗
香
合
」、「
飴

釉
蟹
五
角
香
合
」（
初
代
大
樋
長
左
衛
門
作
）
等
の
和
物

香
合
や
、「
交
趾
金
花
鳥
香
合
」、「
宋
胡
録
柿
香
合
」、「
古

染
付
張
甲
牛
香
合
」、「
呉
須
染
付
松
皮
菱
香
合
」
等
の
唐

物
香
合
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
季
節
感
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
る
作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

茶道美術名品展
−山川コレクションを中心に−
5月20日（木）～6月13日（日）会期中無休

第２展示室

百万石大名の装い
　　　　	−甲冑・陣羽織−
5月20日（木）～6月13日（日）
6月17日（木）～7月19日（月・祝）

前田育徳会尊經閣文庫分館

蕨手文陣羽織　五代前田綱紀所用野々村仁清　「色絵花笠香合」
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室
町
時
代
に
書
院
造
建
築
が
発
達
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

寺
院
や
城
郭
に
お
い
て
書
院
の
空
間
的
位
置
が
格
を
決
定

す
る
と
い
う
考
え
が
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

書
院
を
間
仕
切
る
重
要
な
調
度
で
あ
る
襖
や
屏
風
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
格
に
ふ
さ
わ
し
い
画
題
や
表
現
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
個
人
で
は
な
く
集
団

で
効
率
よ
く
発
注
者
の
意
図
を
汲
ん
で
制
作
す
る
狩
野
派

な
ど
の
流
派
が
勢
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
や
が
て
織
田
信

長
や
豊
臣
秀
吉
ら
天
下
を
見
据
え
た
強
烈
な
個
性
を
持
つ

武
将
の
出
現
に
よ
り
、
彼
ら
の
思
い
を
投
影
す
る
か
の
よ

う
な
絢
爛
豪
華
な
大
画
様
式
が
誕
生
し
、
絵
画
表
現
も
大

き
く
変
革
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
徳
川
氏
に
よ
る
幕
藩
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
、

桃
山
時
代
の
開
放
的
な
様
式
は
退
潮
し
、
特
に
公
的
な
空

間
に
描
か
れ
る
画
題
や
画
風
が
定
式
化
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

幕
府
の
御
用
絵
師
を
輩
出
し
、
画
壇
の
頂
点
に
君
臨
し
た

狩
野
派
は
そ
う
し
た
時
流
に
巧
み
に
乗
り
、
江
戸
時
代
の

絵
画
の
在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
琳
派
な
ど
狩
野
派
と
は
一
線
を
画
す
新
た
な
造
形

運
動
も
生
ま
れ
、
広
く
支
持
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
末
か
ら
桃
山
時
代
を
経
て
江

戸
時
代
に
至
る
時
期
は
、
日
本
絵
画
が
歴
史
的
に
注
目
す

べ
き
展
開
を
遂
げ
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
展
示
件
数

は
少
な
い
な
が
ら
も
、
特
徴
的
な
作
品
を
選
ん
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

洋
画
家 

松
本 

昇
氏
の
没
後
一
周
年
を
機
に
、
松
本
氏

の
五
十
年
に
及
ぶ
創
作
の
歩
み
を
、
初
期
作
品
か
ら
平
成

二
十
一
年
の
絶
筆
ま
で
、
油
彩
・
素
描
な
ど
四
十
点
余
の

代
表
作
に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

  

松
本
氏
は
昭
和
六
年
小
松
市
生
ま
れ
、
二
十
七
年
に
金

沢
美
術
工
芸
短
期
大
学
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
教
職
に
就

か
れ
、
以
来
三
十
五
年
間
画
業
と
教
職
を
両
立
し
、
退
職

後
は
制
作
一
途
の
道
を
迈
進
さ
れ
ま
し
た
。

  

画
業
は
ほ
ぼ
四
期
に
展
開
し
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
の

色
彩
を
抑
え
、
荒
い
タ
ッ
チ
で
描
い
た
裸
婦
作
品
、
四
十

年
代
の
今
江
潟
干
拓
地
や
草
原
、
ゴ
ビ
や
ア
ラ
ブ
な
ど
の

砂
漠
を
描
い
た
風
景
画
、
五
十
年
代
・
六
十
年
代
の
小
刻

み
な
タ
ッ
チ
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
人
物
と
虚
実
を
交
え
て

追
い
求
め
た
自
画
像
や
女
性
像
、
そ
し
て
、
晩
年
の
、
逞

し
い
造
形
に
華
や
い
だ
色
彩
を
加
味
し
た
円
熟
の
裸
婦
と

人
物
画
な
ど
、
実
に
豊
か
な
歩
み
を
見
せ
て
い
ま
す
。

  

本
展
で
は
こ
れ
ら
各
時
期
の
代
表
作
を
網
羅
す
る
と
と

も
に
、
氏
愛
用
の
イ
ー
ゼ
ル
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど
ア
ト
リ
エ

内
の
遺
品
を
配
し
、
ま
た
生
前
の
ビ
デ
オ
を
放
映
し
て
、

画
家
松
本
昇
氏
の
全
貌
に
迫
り
ま
す
。

略
歴　昭

和
六
年
小
松
市
生
ま
れ
。
二
十
七
年
金
沢
美
術
工
芸

短
期
大
学
油
絵
科
卒
業
。
高
光
一
也
に
師
事
。
同
年
第

八
回
日
展
初
入
選
。
三
十
八
年
第
四
十
九
回
光
風
会
展

初
入
選
、
以
後
光
風
会
展
に
出
品
、
四
十
四
年
ホ
ル
ベ

イ
ン
賞
、
四
十
九
年
会
員
推
挙
。
六
十
二
年
高
光
一
也

賞
、
平
成
四
年
中
沢
光
弘
賞
受
賞
。
六
十
三
年
、
平
成

四
年
日
展
特
選
。
十
一
年
北
國
文
化
賞
。
日
展
会
員
。

光
風
会
理
事
。
平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
逝
去
。

近世絵画名作選
6月17日（木）～7月19日（月・祝）会期中無休

第２展示室

松本	昇	遺作展
6月17日（木）～7月19日（月・祝）会期中無休

第４展示室

県文　狩野永徳「松樹禽鳥図」左隻　桃山16世紀松本	昇氏モデル立つ	平成9年
第29回日展	当館蔵
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加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
は
現
在
、
七
名
の
友
禅
作
家

が
会
員
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
加
賀
友
禅
の
正
統
な
技

術
保
存
と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
石
川
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨
を
推
進
す
る

た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
の
が
こ
の
展
覧
会
で
す
。

今
回
の
三
十
二
回
展
よ
り
公
募
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
、

広
く
一
般
の
方
に
も
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
賀
友
禅
に
お
け
る
新
し
い
感
性
と
創
造
的
作
品
の

数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
観
覧
料
／
四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）
高
校
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
　

※（　

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

◇
主　

催
／
協
同
組
合　

加
賀
染
振
興
協
会

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
小
将
町
八-

八　

　
　
　
　
　

加
賀
友
禅
伝
統
産
業
会
館
内

　
　
　
　
　

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
事
務
局

　
　
　
　
　

電
話
〇
七
六-

二
二
四-

五
五
一
一　

　

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、
平
成
元
年
度
発
足
、
同
二

年
に
第
一
回
公
募
展
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

公
募
展
は
石
川
県
内
の
水
墨
画
会
諸
会
派
及
び
一
般
個

人
を
統
合
す
る
当
協
会
が
行
う
展
示
会
で
す
。
こ
れ
は
、

過
去
の
公
募
展
の
実
績
に
照
ら
し
承
認
さ
れ
た
会
員
の

研
鑽
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
く
県
内
よ
り
一
般
公
募

し
、
厳
正
な
審
査
の
上
入
選
作
を
展
示
し
、
水
墨
画
の

普
及
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て

各
会
派
主
宰
の
作
品
を
始
め
、
会
員
並
び
に
一
般
公
募
の

意
欲
的
個
性
的
な
表
現
に
よ
る
、
楽
し
み
な
協
会
展
な

ら
で
は
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
料
無
料

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
富
樫
二-

三-

二
〇　

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

森
川
節
夫

　
　
　
　
　

電
話
〇
七
六-
二
四
三-

一
二
二
五

主な展示作品
6月17日（木）～7月19日（月・祝）会期中無休

コレクション展示

第32回

伝統加賀友禅工芸展
6月17日（木）～6月22日（火）会期中無休

第8・9展示室

第21回

石川県水墨画協会公募展
6月25日（金）～6月29日（火）会期中無休

第７～９展示室

彫刻

油彩画

近現代工芸

日本画

特集展示「百万石大名の装い」

特集展示「近世絵画名作選」
古美術

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

武腰　潤　盤「花王」

中野孝一　蒔絵やぶてまり箱
水上荘詠　神代欅拭漆盛鉢

特集展示
「松本 昇遺作展」

石川　義　森の精達

坂根克介　料理人
沢野慎平　水辺

得能節朗　　夏

矩　幸成　若日の影
吉田三郎　山羊を飼う老人
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参加者募集！

今年度のキッズ☆プログラム

夏
休
み
体
験
講
座

　

夏
休
み
に
美
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
小
学
生
親

子
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
ご
応

募
い
た
だ
い
て
い
る
制
作
体
験
の
他
、
昨
年
ご
好
評
い

た
だ
い
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
。そ
し
て
、新
た
に〝
夏

休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
〟
の
展
示
「
ふ
し
ぎ
が

い
っ
ぱ
い
」
を
鑑
賞
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
い
ま
す
。

　

制
作
体
験
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
応
募
方
法
は
左
記
）

制
作
体
験

　

親
子
で
共
に
制
作
で
き
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
作
品
完
成
後
は
、
広
坂

別
館
に
展
示
し
ま
す
。
参
加
費
は
、
実
費
と
し
て

千
円
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
一
・
ニ
年
対
象

「
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
、
ぺ
た
ぺ
た
色
糸
ア
ー
ト
」

・
八
月
二
日
（
月
）
一
年
生
／
一
〇
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
生
／
一
三
時
三
〇
分
～

・
定
員
／
各
回
十
五
組
三
十
名

毛
糸
な
ど
の
色
糸
で
、
は
り
絵
ア
ー
ト
を
楽

し
み
ま
す
。

◆
三
・
四
年
対
象

「
見
て
見
て
キ
ラ
キ
ラ
七
宝
焼
」

・
八
月
四
日
（
水
）
一
三
時
三
〇
分
～

・
定
員
／
十
五
組
三
十
名

　
　

出
来
上
が
り
が
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
い
七
宝
焼
で
す
。

◆
五
・
六
年
対
象

「
日
本
画
に
挑
戦
！
」

・
七
月
三
十
日
（
金
）
一
三
時
三
〇
分
～

・
定
員
／
十
五
組
三
十
名

　
　

色
紙
に
日
本
画
絵
の
具
で
制
作
し
ま
す
。

 

申
し
込
み
締
め
切
り　

七
月
九
日
（
金
）               

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー

◆
「
う
ら
が
わ
美
術
館
」　

・
八
月
二
十
日
（
金
）
一
三
時
三
〇
分
～

・
定
員
／
四
年
生
以
上
十
組
二
十
名

普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
収
蔵
庫
、
写

真
室
、
書
庫
、
映
写
室
な
ど
美
術
館
の
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド　
（
裏
側
）
を
探
検
！

 

申
し
込
み
締
め
切
り　

八
月
六
日
（
金
）

体
験
講
座
お
申
し
込
み
方
法（
往
復
は
が
き
）

【
往
信
の
宛
名
面
】

　
〒
九
二
〇-

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二-

一

　

石
川
県
立
美
術
館　

普
及
課
宛

【
往
信
の
文
面
】

参
加
希
望
す
る
講
座
名
、
保
護
者
・
児
童

の
氏
名
、
学
年
、
住
所
、
電
話
番
号

【
返
信
の
宛
名
面
】

   

住
所
、
お
名
前

【
返
信
の
文
面
】　

   

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

＊ 

定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
結

果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

夏
休
み
鑑
賞
講
座

◆
「
キ
ッ
ズ
★
ふ
し
ぎ
ハ
ン
タ
ー
」

・
八
月
八
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～

・
定
員
、
事
前
申
し
込
み
な
し
。
直
接
、
美
術
館

講
義
室
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

美
術
館
に
あ
る
ふ
し
ぎ
な
作
品
を
集
め
た
特

集
展
示
「
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
」。
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
て
鑑
賞
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

九
月
以
降
の
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

展
示
室
の
作
品
を
楽
し
く
鑑
賞
す
る
小
学
生
親

子
対
象
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。
申
し
込
み
・
参
加
費
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
一
三
時
三
〇
分
ま
で
に
、
美
術
館
・
講
義
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
「
石
川
の
工
芸
物
語
」

・
九
月
二
十
六
日
（
日
）

工
芸
の
さ
か
ん
な
石
川
県
。
さ
か
ん
に
な
っ

た
秘
密
を
、
前
田
の
お
殿
様
の
時
代
か
ら
さ

ぐ
ろ
う
。

◆
「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
作
戦
！
」

・
十
一
月
二
十
一
日
（
日
）

展
示
作
品
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。
知
力　
　

と
感
性
を
磨
き
ま
す
。

◆
「
３
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

彫
刻
を
つ
か
ま
え
よ
う
」

・
一
月
二
十
三
日
（
日
）

見
る
・
動
く
・
感
じ
る
・
・
・
五
感
を
使
っ　
　

て
彫
刻
を
味
わ
お
う
。　

◆
「
お
殿
様
の
文
房
具
」

・
三
月
六
日
（
日
）   

お
殿
様
た
ち
の
文
房
具
っ
て
？
自
分
た
ち
の

も
の
と
比
べ
て
鑑
賞
し
て
み
よ
う
。
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■
土
曜
講
座　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

六
月
十
二
日

石
川
の
仏
画

谷
口
普
及
課
長

六
月
十
九
日

早
田
楽
斎
と
石
川
明
治
画
壇

二
木
担
当
課
長

六
月
二
十
六
日

戦
後
具
象
彫
刻

昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
金
沢
を
中
心
に

宮
学
芸
第
一
課
長

■
加
賀
百
万
石
文
化
講
座

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

六
月
二
十
日
（
日
）
加
賀
具
足
の
技
と
意
匠

長
谷
川
孝
徳
氏
（
北
陸
大
学
教
授
）

■
ビ
デ
オ
上
映
会

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

六
月
六
日
（
日
）

日
本
の
美
５　

水
平
と
垂
直
（
二
三
分
）

日
本
の
美
６　

草
の
こ
こ
ろ

 

―
真
、
行
、
草
よ
り
（
二
九
分
）

鑑賞ファイル「六十二間星兜」

　

通
常
、
兜
の
鉢
部
分
は
矧
板
（
は
ぎ
い
た
）
と
呼
ば
れ
る
金
属
の
細

長
い
板
を
つ
な
い
で
（
矧
合
わ
せ
て
）
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
六
十
二

間
星
兜
」
な
ど
の
名
前
は
こ
の
矧
板
の
数
を
表
し
て
い
ま
す
。
矧
板
同

士
は
矧
留
鋲
で
留
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
鋲
を
星
と
呼
び
、
星
の
あ
る

兜
を
星
兜
と
い
い
ま
す
。
鋲
を
た
た
い
て
潰
し
た
り
、
平
ら
な
鋲
を
用

い
て
星
の
な
い
兜
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
筋
兜
と
い
い
、
南
北
朝

時
代
に
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
土
桃
山
時
代
に
入
る
と
間
数
も
三
十
二
間
、
六
十
二
間
な
ど
多
い

も
の
が
流
行
り
ま
す
。
激
化
す
る
戦
闘
に
対
応
す
る
の
に
、
矧
板
を
半

分
重
ね
合
わ
せ
て
兜
を
堅
牢
に
し
た
た
め
で
す
。
十
七
世
紀
中
頃
発
祥

の
加
賀
具
足
に
お
い
て
は
矧
合
わ
せ
枚
数
の
少
な
い
も
の
や
、
様
々
な

形
を
し
た
変
形
兜
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
、
百
二
十
間
、
百
六
十
間
な
ど
の
兜

も
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
戦
の
た
め
の
堅
牢
性
と
い
う
よ
り
は
、
甲
冑

師
の
技
量
を
示
す
た
め
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
加
賀
具
足
の
実

用
性
に
つ
い
て
北
陸
大
学
の
長
谷
川
孝
徳
教
授
は
論
文
「
加
賀
具
足
に

み
る
技
と
デ
ザ
イ
ン
」
の
な
か
で
六
代
藩
主
前
田
吉
徳
の
お
召
料
製
作

に
つ
い
て
の
記
録
を
通
し
、「
加
賀
具
足
は
使
用
す
る
に
あ
た
り
不
都

合
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し
た
上
で
、

装
飾
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
実
用
性
を
無
視
し
た
儀
礼
的

な
装
飾
甲
冑
で
は
な
か
っ
た
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

※ 

加
賀
具
足
に
つ
い
て
の
詳
細
は

六
月
二
十
日
の
長
谷
川
孝
徳
教

授
の
講
演
「
加
賀
具
足
の
技
と

意
匠
」
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

前
田
育
徳
会
や
尊
經
閣
文
庫
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨

年
度
開
催
し
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
「
加
賀
百
万
石
の
文
化
講
座
」。

本
年
も
六
月
二
十
日
の「
加
賀
具
足
の
技
と
意
匠
」長
谷
川
孝
徳
氏（
北

陸
大
学
教
授
）
を
皮
切
り
に
開
講
い
た
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
等

は
不
要
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

聴
講
無
料　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら　

美
術
館
ホ
ー
ル
に
て

加
賀
百
万
石
の
文
化
講
座

六
月
の
行
事

「六十二間」てなんの数？

六十二間星兜　信家	作
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待
望
の
「
名
品
図
録
」
完
成

　

昭
和
六
十
三
年
に
発
刊
し
た
「
石
川
県

立
美
術
館
名
品
図
録
」
を
大
幅
に
改
訂
し

ま
し
た
。
二
十
二
年
ぶ
り
の
発
刊
と
な
り

ま
す
。
前
回
の
作
品
に
、
新
た
に
収
蔵
さ

れ
た
作
品
を
加
え
、
三
一
一
点
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
手
元
に
お
い
て
い

た
だ
き
、
美
術
館
と
共
々
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
一
冊
で
す
。定

価
一
冊
二
八
〇
〇
円

石川県立美術館だより 第320号
2010年6月1日発行〈毎月発行〉

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580　Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

 6月の休館日は

14日（月）〜16日（水）です

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
通
信

　

今
回
紹
介
す
る
作
品
は
、
今
の
季
節
に
相
応
し
い
杜

若
の
茶
碗
で
す
。
杜
若
と
言
え
ば
尾
形
光
琳
の
屏
風
が

有
名
で
す
が
、
こ
の
作
品
は
そ
の
弟
乾
山
の
作
で
す
。

丁
寧
に
轆
轤
成
形
さ
れ
た
胴
部
を
わ
ず
か
に
絞
り
、
口

縁
部
は
わ
ず
か
に
広
が
り
を
持
つ
半
筒
形
の
茶
碗
で
、

染
付
と
銹
絵
で
杜
若
を
お
お
ら
か
な
筆
使
い
で
描
か
れ
、

口
縁
部
に
は
銹
絵
で
口
紅
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
画

の
た
ら
し
込
み
技
法
の
よ
う
な
表
現
に
味
わ
い
が
あ
り

ま
す
。
全
体
に
透
明
釉
が
施
さ
れ
、
高
台
外
側
ま
で
流

れ
、
高
台
畳
付
と
高
台
内
は
露
胎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
台
脇
に
「
乾
山
」
銘
が
記
さ
れ
て
、
高
台
は

丁
寧
に
削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
箱
蓋
表
に
「
乾
山
／
茶
碗
／
尚
古
斎
（
花
押
）」、

外
箱
蓋
表
に
「
杜
若
茶
碗
／
乾
山
作
共
箱
」
の
墨
書
が

あ
り
ま
す
。

　

尾
形
乾
山
は
、
東
福
門
院
和
子
の
御
用
を
務
め
た
呉

服
商
雁
金
屋
・
尾
形
宗
謙
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
絵

は
兄
光
琳
に
、
陶
法
は
野
々
村
仁
清
に
学
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
、
最
初
に
窯
を
開
い
た
鳴
滝
時
代
の
も
の
に
優
品

が
多
く
、
兄
光
琳
と
の
合
作
に
も
趣
き
が
あ
り
ま
す
。

茶
の
湯
は
上
層
町
衆
の
嗜
み
の
一
つ
で
あ
り
、
乾
山
は

兄
と
と
も
に
、
表
千
家
五
代
随
流
斎
や
藤
村
庸
軒
に
師

事
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
茶
の
湯
の
美
意

識
が
、
用
の
美
に
即
し
た
乾
山
の
作
陶
の
魅
力
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
兼
六
園
の
杜
若
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
第
二
展
示
室
で
開
催
の
「
茶
道
美
術
名
品
展
」

に
展
示
中
で
す
。）

ご利用案内

コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）

　大学生　280円（220円）

　高校生以下　無料

　※（　　）内は団体料金

今月の開館時間
　午前9：30 〜午後6：00　

カフェ営業時間
　午前10：00 〜午後7：00　


